
 

懸賞論文募集 
「核兵器をなくすために、私たちにできること」—2017 年に核兵器禁止条約が採択されました。条約採択に

尽力した市民社会を代表して、ICAN がノーベル平和賞を受賞するなど、「核兵器のない世界」に向けて国際社会

は新たな一歩を踏み出そうとしています。その一方で、世界にはいまだ約 15,000 発もの核兵器が存在している

といわれています。 

 今年創立２５周年を迎える日本反核法律家協会が、機関誌『反核法律家』創刊 100 号を記念して、皆さんから

の論文を募集します。非核三原則の法制化、非核兵器地帯構想、核兵器禁止条約など、核に依存しない安全保障

のあり方が様々な団体から提案されていますが、将来の世代に「核兵器のない世界」を手渡すために、あなたの

アイディアをお寄せください。募集要項は以下の通り。 

 

テ ー マ：「核兵器をなくすために、私たちにできること」 

字 数：4000 字以上 5000 字程度 

応募資格：年齢３５歳位まで 

応募方法：以下のメールアドレスに、ワード又はテキストデータのファイルを添付して送信。 

★メール本文に、住所・氏名・年齢・所属（職場・学校）を明記のこと。 

★送信先 e-mail: ohkubo.law.office@ia4.itkeeper.ne.jp （問合せ先に同じ） 

締 切 日：2019 年 8 月 31 日 

懸 賞 金：最優秀賞金 5 万円（1 名）、優秀賞金 2 万円（3 名）、佳作 記念品（若干名） 

★当協会役員らが厳正審査の上、入賞した方は当会 25 周年記念行事において表彰し、論文を

機関誌「反核法律家」に掲載させていただきます。 

（審査結果は、当協会 HP で公表します。  http://www.hankaku-j.org/） 
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～　編集部より　～

　アメリカの未臨界核実験、ロシアの低爆発核実験など、核軍拡競争の再燃が懸念さ

れる中、2020NPT再検討会議第3回準備会合が開かれました。核兵器に安全保障を委

ねるのか、核兵器廃絶によって「壊滅的な人道上の結末」を回避するのかが鋭く問わ

れています。2020NPT再検討会議に向けて最後となるこの準備会合には、皆様のご

支援を得て、当会からも複数名派遣することができました。今号の特集で参加者の

レポートを掲載しています。とりわけ若い学生さんたちの初々しい報告にご注目く

ださい。

　前号でもお知らせした懸賞論文の募集（今号裏表紙参照）が始まりました。将来世

代に「核なき世界」を手渡すには、どのような取り組みが求められるのか、若い世代

の斬新なアイディアを期待しています。（恭）

　本誌に皆様のご意見・ご感想をお寄せください。また、投稿大歓迎です。投稿ご希

望の方は、日本反核法律家協会事務局までご連絡願います。

次号（第 100・101 号　2019 年合併号）予告
創立 25 周年・機関誌 100 号記念特集

※表紙写真：ニューヨーク国連ビル　　撮影者：肥留間　晃生
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